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会
長

楢
橋

恭
一

医
療
費
助
成
制
度
拡
大
の
た
め
に

この機関紙【福精連】は、共同募金の配分金によって作成されたものです。

永
年
功
労
表
彰

第
31
回
総
会
に
て
、
福
精
連
表
彰
規
定
に

基
づ
き
６
名
の
方
に
楢
橋
会
長
よ
り

表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与
致
し
ま
し
た
。

(

敬
称
略
・

順
不
同
）

・
馬
場

由
紀
子
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
オ
ー
ク
マ
）

・
箭
内

味
佳
（
福
岡
あ
け
ぼ
の
会
）

・
榊
原

桂
子
（
な
お
み
の
会
）

・
川
本

茂
子
（
は
ま
ゆ
う
家
族
会
）

・
上
釜

光
輝
（
木
の
香
ら
ん
ど
）

・
月
足

亭
弘
（
八
女
の
ぞ
み
会
）

QSK

全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
（
み
ん
な
ね
っ
と
）
が
「
精
神
医
療
福
祉

へ
の
提
言
」
発
表
し
て
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
み
ん
な
ね
っ
と
で
は
、
そ
の

提
言
を
具
現
化
す
る
た
め
に
日
本
精
神
科
病
院
協
会
と
定
期
的
な
懇
談
会
を

重
ね
て
お
り
、
本
年
度
は
、
み
ん
な
ね
っ
と
か
ら
も
国
の
診
療
報
酬
改
定
に

対
す
る
要
望
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
日
本
精
神
神
経
科
診
療
所
協
会
と
も

先
日
、
第
１
回
目
の
懇
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
精
連
と
し
て
も
「
提
言
」
の
中
に
あ
る
「
精
神
障
害
者
の
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
大
」
の
要
望
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
精
神

障
が
い
者
の
方
た
ち
は
、
生
活
困
窮
者
が
多
く
、
受
診
し
た
く
て
も
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
何
と
か
２
級
ま
で
拡
大
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

福
岡
県
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
「
三
障
が
い
の
重
度
」
を
対
象
と
し
て

お
り
、
精
神
は
１
級
の
み
の
た
め
、
手
帳
所
持
者
全
体
の
わ
ず
か
５
％
程
度

し
か
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
級
の
中
に
も
就
労
が
難
し
く
、

収
入
は
障
害
年
金
だ
け
が
頼
り
と
い
う
方
も
多
く,

治
療
費
も
出
す
余
裕
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
精
神
科
の
入
院
費
は
重
度
で
も
対
象
外
と
な
り
、
高
額

療
養
費
の
限
度
額
認
定
を
し
て
も
大
き
な
負
担
に
な
り
、
入
院
は
で
き
な
い

事
態
を
招
い
て
い
ま
す
。
家
族
が
い
る
人
で
も
家
族
へ
の
負
担
が
大
き
く
圧

し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
医
療
費
で
苦
し
む
人
の
救
済
を
し
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

今
後
は
、
福
岡
県
精
神
科
病
院
協
会
と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
医

療
費
助
成
だ
け
で
は
な
く
、
「
精
神
障
害
者
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
の
観
点
か
ら
考
え
て
も
福
精
協
と
の
連
携
強
化
は
重
要

と
思
い
ま
す
。
当
事
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
医
療
は
切
る
こ

と
の
で
き
な
い
大
切
な
社
会
資
源
で
あ
り
、
医
療
が
無

け
れ
ば
当
事
者
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
医
療
費
助
成

制
度
は
人
の
命
に
直
結
し
た
制
度
だ
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
に
習
っ

て
福
精
協
と
の
意
見
交
換
を
し
て
、
医
療
費
助
成
拡
大

実
現
の
道
を
探
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【ご案内】第8回 福精連大会
日時：令和8年8月28日（金） 13:30～16:30

会場：ウェル戸畑 多目的ホール

内容：講演：「精神障害者ケアの脱家族化」

～本人と親双方の自己実現を志向する実践～

講師：塩満 卓 氏（佛教大学教授）

家族会・事業所事例発表

参加費：正会員・当事者無料 /

賛助会員1,000円 / 一般2,000円

申込締切：8月21日（金）

申込方法：FAX（092-292-0561）または

メール（fksr1974@fukuseiren.com）
【編集】公益社団法人 福岡県精神保健福祉会連合会 〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町13-50 ６Ｆ

【発行】QSK九州障害者定期刊行物協会 〒812-0068 福岡市東区社領１丁目12番４号

【年会費】３,０００円（購読料含む）定価100円

賛助会員加入のお願い

令和８年度の賛助会員の募集を

行います。皆様のご協力よろし

くお願い致します。

年会費：個人 3,000円

団体 10,000円

郵便局振込先

加入名：（公社）福精連

口座番号：01760-7-84332

※福精連への賛助会費・寄付

金は確定申告の際の寄付金控除

の対象になります。

行

事

案

内

【
福
精
連
大
会
】

８
月
28
日
（
金
）
13
時
半
～

ウ
ェ
ル
戸
畑

多
目
的
ホ
ー
ル

「
精
神
障
害
者
ケ
ア
の
脱
家
族
化
」

講
師
：
塩
満

卓

氏
（
佛
教
大
学
教
授
）

【
拡
大
会
議
】
【
第
２
回

理
事
会
】

10
月
21
日
（
水
）

【
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
大
会
】

11
月
10
日
（
火
）

ウ
ェ
ル
戸
畑

【
み
ん
な
ね
っ
と
全
国
大
会
】
長
崎

11
月
20-

21
日
（
金
・
土
）

ベ
ネ
ッ
ク
ス
長
崎
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
ー
ル

開
催
形
式
：
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

【
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

共
催
研
修
会
】

12
月
１
日
（
金
）

「
家
族
と
支
援
者
が
共
に
支
え
合
う
こ
と
、
よ
り

よ
い
関
係
性
を
築
き
、
支
援
を
続
け
る
」
仮
題

講
師
：
本
山

智
敬

氏

（
福
岡
大
学
教
授
）

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会

福
岡
：
11
月
18
日
（
水
）
さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ザ

北
九
州
：
10
月
２
日
（
金
）
ア
レ
ア
ス

筑
後
：
10
月
23
日
（
金
）
朝
倉
体
育
セ
ン
タ
ー

※
会
場
が
未
定
の
会
議
、
研
修
会
に

つ
い
て
は
、
当
会
か
ら
の
案
内
を

ご
確
認
下
さ
い

月間「みんなねっと誌」
を購読しませんか？

賛助会費（購読料を含む ）
個人 年間３、６００円
※団体は一部還元があるの
でお問い合わせを

郵便振込先
加入者名 みんなねっと
口座番号 ００１３０-０-

３３８３１７

電話番号 ０３-

６９０７-９２１１

令
和
８
年
度
賛
助
会
員
の
皆
様

<

団
体
会
員>

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
島
手
そ
う
め
ん
販
売
株
式
会
社
（
３
口
）

・
医
療
法
人
冨
松
記
念
会

三
池
病
院
（
２
口
）

・
医
療
法
人
社
団
桜
珠
会

可
也
病
院

・
医
療
法
人
み
ら
い

筑
紫
野
病
院

・
（
一
社
）
福
岡
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

・
医
療
法
人
和
光
会

一
本
松
す
ず
か
け
病
院

・
医
療
法
人
同
仁
会

乙
金
病
院

・
お
お
ほ
り
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
社
会
福
祉
法
人
ほ
っ
と
福
祉
会

・
医
療
法
人
紫
陽

こ
こ
か
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
一
般
社
団
法
人
Ｑ-

Ａ
Ｃ
Ｔ

・
医
療
法
人
社
団
松
和
会

門
司
松
ヶ
枝
病
院
家
族
会
「
み
の
り
会
」

・
一
般
社
団
法
人
ち
は
や
Ａ
Ｃ
Ｔ

・
有
限
会
社
テ
ィ
・
ケ
イ
・
デ
ィ

・
寿
防
災
工
業
株
式
会
社

・
医
療
法
人
緑
心
会

福
岡
保
養
院

・
医
療
法
人

要
会

か
な
め
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
油
山
病
院
家
族
会
「
あ
け
ぼ
の
会
」

<

個
人
会
員>

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
３
口
）
・
富
田

義
之

・
古
屋

岳
治

・
楯
林

英
晴

（
２
口
）
・
一
木

猛

・
辻
田

雄
一

・
田
原

恭
子

（
２
口
）
・
渡
辺

美
穂

・
伊
原
加
津
代

・
六
反

敏
裕

・
小
野

雄
史

・
平
川

ミ
ド
リ

・
立
山

利
博

・
田
川

裕
二

・
廣
津

輝
男

・
國
房

稔
代

・
馬
場

由
紀
子

・
樋
口

靖
則

・
内
原

守

・
金
子

義
郎

・
犬
束

義
光

・
山
田

宗
良

・
戸
田

俊
彦

・
山
本

由
美

・
井
上

純
治

・
舟
越

洋

・
重
富

裕
司

・
佐
藤

莞
治

・
松
本

國
寛

・
一
木

美
千
代

・
菅
野

康
子

・
下
川

展
弘

・
下
川

富
子

・
後
藤

英
一
郎

・
平
山

一
雄

・
蔦

忠
之

・
木
原

聡

・
永
末

雄
大

・
川
本

茂
子

・
乙
村

未
沙
貴

・
早
川

栄
悟

・
阿
部

利
民

・
森
川

久
美
子

・
野
澤

重
信

・
福
田

清
隆

・
野
田

栄
市

・
楢
橋

恭
一

・
白
石

雄
二

・
釜

完
司
郎

・
山
口

由
紀
子

・
隅
谷

和
生

・
國
友

充
康

・
今
村

浩
司

・
濱
田

薫

（
令
和
８
年
６
月
27
日
）

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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家
族
の
た
め
の
相
談
電
話

【
相
談
時
間
】13
時
～
16
時

・月
曜
日

０
９
０-

１
３
６
６-

７
４
９
８

・火
曜
日

０
８
０-

３
９
８
６-

１
９
８
０

・水
曜
日

０
８
０-
１
７
２
９-

１
９
５
０

・木
曜
日

０
８
０-

１
７
２
９-

１
９
５
０

・金
曜
日

０
８
０-

１
７
２
９-

１
９
５
５

・土
・
日
曜
日
・祝
日

９
時
～
16
時

０
８
０-

１
７
２
９-

１
９
５
５

一
人
で
抱
え
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
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第
31
回
通
常
総
会
（
決

算
）
が
福
岡
県
中
小
企
業

振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

楢
橋
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
福
岡
県
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
推
進
室
長
福
田
様
よ
り
来
賓
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
精
神
障
害
者
の
自
立
支

援
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
新
た
な

地
域
医
療
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

令
和
７
年
度
福
精
連
表
彰
で
は
、
６
名
の
方
に

授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
１
面
掲
載
）

議
長
に
田
村
理
事
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

第
１
号
議
案
で
令
和
７
年
度
事
業
・
活
動
報
告
案
、

第
２
号
議
案
で
令
和
７
年
度
決
算
案
、

提
案
さ
れ
、
決
算
報
告
で
は
、
判
田
監
事
よ
り
監

査
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
議
案
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

第
２
部
で
は
「
わ
た
し
の
お
守
り
総
合
保
障
制

度
」
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
年
齢
・
障
が
い

の
程
度
・
病
歴
を
問
わ
ず
加
入
で
き
る
傷
害
保
険

の
概
要
や
、
過
去
の
支
払
い
事
例
に
つ
い
て
学
び
、

関
心
を
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
同
保
険

に
関
し
て
ご
質
問
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
福
精
連

事
務
局
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

通
常
総
会
（
決
算
）
５
月
22
日

令
和
８
年
度

虐
待
防
止
＆
身
体
拘
束
適
正
化
研
修
会

６
月
18
日
（
木
）
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
て

「
虐
待
防
止
研
修
会
＆
身
体
拘
束
適
正
化
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
法
律
で
全
事
業
所
に
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
重
要
な
も
の
で

、
本
年
度
は
講
師
に

福
岡
県
社
会
福
祉
士
会
の
花
田
敏
秀
氏
を
お
迎

え
し

、
支
援
の
質
の
向
上
と
安
心
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た

。

■

講
義
内
容
：
支
援
の
質
を
高
め
る
環
境
づ
く

り
と
身
体
拘
束
の
３
要
件

講
義
で
は
、
単
に
虐
待
を
見
つ
け
る
た
め
で
は
な
く
「
支
援
の
質
を

上
げ
る
」
と
い
う
前
向
き
な
視
点
で
委
員
会
（
虐
待
防
止
・
身
体
拘
束

適
正
化
検
討
委
員
会
）
を
活
用
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
示
さ
れ
ま
し
。

環
境
づ
く
り
と
具
体
的
対
策

風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
ス
マ
ホ
の
持
ち
込
み
禁
止
（
性
的
虐
待
防
止
）
や
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
（
経
済
的
虐
待
防
止
）
と
い
っ
た
具
体
的
な
ル
ー
ル

作
り
の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た

。

身
体
拘
束
の
適
正
化

や
む
を
得
ず
身
体
拘
束
を
行
う
場
合
は
、

「
非
代
替
性
」
「
切
迫
性
」
「
一
時
性
」
の
３
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
拘
束
が
必
要
と
な
っ
た
背
景
や
状
況
を
詳
細
に
記

録
し
、
委
員
会
で
検
証
・
周
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
：
事
例
検
討

暴
力
的
な
利
用
者
に
対
応
し
た
事
例
を
も
と
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た

。

単
に
取
り
押
さ
え
る
（
身
体
拘
束
す
る
）
の
で
は
な

く
、
暴
力
に
至
る
前
の
予
兆
の
把
握
や
主
治
医
・
家
族
と
の
事
前
連
携
、

発
生
後
の
本
人
の
心
の
フ
ォ
ロ
ー
、
そ
し
て
「
職
員
を
一
人
の
人
間
と

し
て
守
る
視
点
」
の
大
切
さ
を
確
認
し
合
い
ま
し
た

。

花
田
氏
か
ら
は
「
唯
一
の
正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
事
業
所
で

検
討
し
、
話
し
合
う
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
最
も
大
切
で
あ
る
」
と
の

総
括
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

完
成
見
学
会

６
月
12
日
、
社
会
福
祉

法
人
福
岡
あ
け
ぼ
の
会

「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
所
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

の
完
成
見
学
会
に
伺
い
ま
し
た
。

新
施
設
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
明
る
い
作
業
室

や
一
新
さ
れ
た
厨
房
な
ど
、
利
用
者
の
皆
様
が

生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
素
晴
ら
し
い
環
境
で
し

た
。
式
典
で
は
、
昭
和
45
年
の
家
族
会
立
ち
上

げ
か
ら
偏
見
の
な
い
社
会
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

た
先
達
の
歩
み
や
短
歌
「
ひ
た
す
ら
に

た
だ

ひ
た
す
ら
に
祈
り
つ
つ

わ
が
子
救
い
た
ま
え

と

暗
が
り
に
立
つ
」
が
紹
介
さ
れ
、
創
設
時

の
熱
い
想
い
と
理
念
が
現
在
の
法
人
へ
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
、
温
か

い
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

外見からは分かりにくい障がいへの

「合理的配慮」啓発動画
福岡県では、障がいを理由とする差別の解

消と合理的配慮の提供を進めています 。

外見からは障がいがあることが

分かりにくい人への合理的配慮に

ついてまとめた動画が作成され、

県ホームページに公開されました

URL： https://www.pref.fukuoka.lg.jp/

contents/hairyo-douga2.html

QSK（福精連) 1997年9月18日第三種郵便物承認 通巻8838号 2026年6月5日 発行（毎月1.2.3.4.5.6.7がつく日） 3

６
月
19
日(

金)

午
前
、
各
地
区
家
族
会
の
代
表
者
が
集
ま
る
「
家
族

会
会
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
15
名
代
表
者
が
集
ま
り
ま
し
た

。
こ

の
会
議
は
、
各
会
の
活
動
状
況
や
課
題
を
共
有
し
、
お
互
い
の
良
い
取

り
組
み
を
自
身
の
活
動
に
活
か
し
て
家
族
会
全
体
を
活
性
化
さ
せ
た
い
、

と
い
う
強
い
思
い
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。

■

共
通
す
る
深
刻
な
課
題
「
高
齢
化
」
と
「
担
い
手
不
足
」

各
会
か
ら
の
報
告
で
は
、
多
く
の
家
族
会
が
「
会
員
の
高
齢
化
」
と

「
役
員
の
な
り
手
不
足
」
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た

。
高
齢
の
会
長
が
一
人
で
事
務
作
業
の
大
半
を
こ
な
し
て
い

る
。
高
齢
で
運
転
が
で
き
な
く
な
り
、
例
会
に
い
け
な
い
。

若
い
世

代
の
見
学
は
あ
る
も
の
の
入
会
・
定
着
に
至
ら
な
い

。
と
い
っ
た
課

題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た

。

そ
の
一
方
で
、
若
い
協
力
者
が
増
え
始
め
て
い
る
会
や

、
地
域
の

会
同
士
が
統
合
し
て
多
様
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
展
開
し
て
い
る
事
例
な

ど
、
前
向
き
な
動
き
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

い
く
つ
か
話
題
に
あ
が
っ
た
テ
ー
マ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①

連
絡
手
段
と
情
報
共
有
の
工
夫

若
い
世
代
向
け
の
「
L
I
N
E
」
は
高
齢
層
へ
の
浸
透
が
難
し
い
た
め
、

班
ご
と
の
「
電
話
連
絡
網
」
の
導
入
や
、
郵
送
代
削
減
の
た
め
「
例
会

で
の
手
渡
し
」
「
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
」
の
活
用
。
若
い
方
に
協
力
し
て

も
ら
い
、
イ
ン
ス
タ
で
情
報
発
信
。

②

家
族
に
よ
る
「
家
族
学
習
会
」
の
大
き
な
効
果

長
年
学
習
会
を
継
続
し
て
い
る
会
か
ら
は
、
学
習
会
を
通
じ
て
新
規
会

員
に
繋
が
っ
て
い
る
。

※
家
族
学
習
会
の
詳
細
は
下
段
研
修
会
に
掲
載

③

新
し
い
層
（
パ
ー
ト
ナ
ー
・
兄
弟
姉
妹
）
へ
の
対
応

親
世
代
と
は
悩
み
の
質
が
異
な
る
た
め
、
今
後
は
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で

「
兄
弟
の
会
」
「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
」
と
い
っ
た
交
流
の
場
を
検
討
し

て
い
く
必
要
性
が
で
ま
し
た
。

普
段
、
他
の
家
族
会
の
状
況
を
知
る
・
交
流
す
る
機
会
が
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。
今
回
の
よ
う
に
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
各
家
族
会
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
協
力
し
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
会
会
長
会
議

６
月
19
日

繋がりを力に：高齢化と担い手不足を乗り越え、次世代へ繋ぐ

６
月
19
日
午
後
、
「
家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会

が
開
催
さ
れ
35
名
の
参
加
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
精
神
疾
患
を
持

つ
人
の
家
族
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
同
じ
立
場
に
あ
る
家
族
の
参
加
者
を
支
え
、
学
び

合
う
日
本
初
の
ピ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す

。
学
習
会
の
特
徴
と
し
て
は
、
毎
回
同
じ
メ
ン

バ
ー
（
10
名
程
度
）
で
全
５
回
開
催
。
「
じ
ょ
う
ず
な
対
処

〜
今
日
か
ら
明
日
へ
〜
」
の
テ

キ
ス
ト
を
読
み
な
が
ら
、
体
験
を
語
り
合
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
疾
患
・
治
療
・
回
復
・
対
応

の
仕
方
な
ど
知
識
や
知
恵
を
共
有
し
な
が
ら
、
共
に
学
び
合
う
も
の
で
す
。

本
研
修
会
で
は
、
異
な
る
立
場
の
家
族
か
ら
学
習
会
を
通
じ
た
体
験
談
を
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

親
の
立
場
か
ら
：
「
私
だ
け
で
は
な
い
」
と
実
感
し
た
こ
と
で
過
去
の
葛
藤
に
区
切
り
が
つ
き
、

学
習
会
修
了
後
も
「
同
窓
会
」
を
開
催
し
、
連
帯
感
を
維
持
さ
れ
て
い
る
と
の
事

。

き
ょ
う
だ
い
の
立
場
か
ら
：
「
関
わ
り
た
く
な
い
」
と
い
う
葛
藤
や
孤
独
を
抱
え
て
い
ま
し
た

が
、
学
習
会
で
本
音
を
語
る
こ
と
で
「
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
良
い
ん
だ
」
と
自
分
を
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
と
の
事

。

配
偶
者
の
立
場
か
ら
：
育
児
中
に
妻
が
発
症
し
、
孤
立
し
て
離
婚
が
よ
ぎ
る
ほ
ど
追
い
詰
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
学
習
会
で
妻
の
気
持
ち
を
汲
み
取
る
大
切
さ
を
学
び
、
現
在

は
適
切
な
距
離
で
関
係
を
構
築
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
事
。

家
族
学
習
会
参
加
後
は
、
不
安
や
心
配
が
軽
減
し
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

（
力
を
取
り
戻
す
こ
と
）
が
高
ま
る
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

。
特
に
担

当
者
側
は
、
自
身
の
辛
い
体
験
が
他
者
の
役
に
立
つ

「
利
他
的
援
助
行
動
」
を
通
じ
て
、
新
し
い
生
き
方
を

見
つ
け
る
契
機
と
な
っ
て
い
ま
す

。

家
族
学
習
会
は
、
参
加
者
と
担

当
者
の
双
方
が
元
気
づ
け
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す

。
本
研
修
会
で
、

ご
自
身
の
貴
重
な
体
験
や
心
の
葛
藤
を
勇
気
を
も
っ
て
お
話
し
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
、
福
岡
県
内
５
つ
の
家
族
会
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
各
会
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
家
族
学
習
会
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は

福
精
連
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
開
催
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

「家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
」研
修
会

〜
家
族
が
家
族
を
支
え
、
共
に
歩
む
〜


